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羊飼のの野から見たベツレヘム。(左上)ど り～ご囲まれた山，へロデイオン

バ
スを降 りると，ベ ドゥイン人家族

のテン トが目に入 りました。道の

はるか向こうには， ベツレヘムの町はず
は

れの丘の上では羊が牧草を食んでおり，

またその番 をする2，3人 の子供 たちの

姿が見えます。 ツアーでやって来 た私 た

ちのグループは，2週 間のイスラエル滞

在を終え，証会のために羊飼いの野にや

って来たのです。

岩 の多い丘 の斜面 に腰を下ろし，一方

に目をやるとベツレヘムが，その反対側

のやや左 の方に目をやると， とりでに囲

まれた山，ヘロディオンが見 えました。

その頂 に，ヘロデ王は，プールや庭，200

段 の大理石の石段のある豪華な宮殿を建

てたのです。私 たちは，その日の早朝に

そこを訪ねました。丘の上 からながめて

いて，私 にはそこが， だれもが欲するこ

の世的な成功を代表する場所のように思

えました。一方，ベツ レヘムの村 は，聖

地への訪問中私 たちがイエスについて学

んだことすべてを象徴 しているかのよう

でした。

ベツ レヘムとヘロデ ィオ ンに交互に目

をやりなが ら，私 は思 わずこう自問 しま

した。「私 はどちらを選 、ζくだろう。もちろ

ん，救 い主に従 う方を選びたい。で も，

日々の決断や行ないが，思 いとは別の方

に向いてはいないだろうか。」

クリスマスキ ャロルを歌 い，証 を述べ

合 いながら，私は間違 ったことを最優先

させることがいかにたやすいことか，永

遠 という枠 の中では取 るに足 らないよう

な事柄 に多くの時間を費や し，あれ これ
わずら

思 い煩 うことがいかにたやすいことか，

そしてまた物質的 なものを永遠に価値 あ

るものの ように思 うことがいかにたやす

いことかをつくづく思 い知 らされたので

す。それに比べ， イエスが言われた 「だ

れ も， ふた りの主人に兼ね仕 えることは

できない」(マ タイ6：24)と い う言葉 を

思い起 こすのは， なんとむずか しいこと

でしょうか。

「私 はどちらを選ぶだろう
。」どうして

も払いの けることのできないこの問いに，

次の羊飼 いの言葉が，まるで祈 りの よう

に繰 り返 し聞こえて きたのです。「さあ，

ベツレヘムヘ行 」こう。(ル カ2：15)

家 に戻 ってか らも，私 はその ときの経

験 をたびたび思い返 してきました。ユダ

ヤの丘のかなたに沈む太陽，近 くを通 る

羊の群れ，世の ことに心 を悩 ませず，神

の王国をより熱心に求 めようという新 た

な決意をして得 られた平安 など，実 にい

ろいろなことが思い起 こされるのです。

はるか昔のはるかかなたの夕べの丘か

ら，私 の耳には，今なお時折，「さあ，ベ

ツレヘムヘ行 こう」 という羊飼いの声が

聞こえてきます。そしてその声 に，私 は

賢明な選択を迫 られるのです。ヘロディ

オンは荒廃 しました。 しかし，ベツレヘ

ムは今 なお存在するのです。

灘麟縣 羅魏睡繍麟麗難灘灘撫耀 、麟
鯵



な
ぜ主は地上 にこんなにもたくさん

の異なった文化 や伝統，思想を散

りばめて，言葉を乱されたので しょうか。

言葉や歴史がこんなに多様 でない方が，

あらゆる国み人々に福音を伝 えるのにど

んなに楽か と思 うことがよくあります。

しかし台湾での伝道 と東南アジアのふた

つの難民 キャンプでの生活を経験 して，

私は一見混乱 とも思える中に英知 を見る

ことができました。

台湾に2カ 月ちょっと滞在 していた と

き， 中国人の姉妹 が同僚 として与えられ

ました。チェン姉妹 と言います。 自己紹

介が済むとチェン姉妹 が私 に言 いました。

「役 に立っような福音の原則をあなたか

らたくさん教 えていただけそうですわ。」

彼女の期待 に圧倒され るような思いがし

たのを覚えています。

そして当初は，私 たちを隔てている言

葉 と文化の壁はどうにも手 に負えないも

ので した。 しか し時の経過 とともにチェ

ン姉妹 と私 の間には，初歩的な私の中国

語と彼女のまったくと言っていいほ ど話

せない英語 とで及び もつかないほどの心

の交流が深まっていきました。そしてあ

る日，チェン姉妹が こう言って くれたの

です。「マイヤーズ姉妹，あなたはもうアメ

リカ人ではないし，私 も中国人ではない

わ。私たちは姉妹 なのよ。」

彼女が東京神殿でエンダウメン トを受

けたときには，私 も彼女の傍 らにいまし

た。 チェン姉妹 は私が彼女の教師だと思

っていたようです。 ところが彼女 こそパ

ウロの言葉 にあるように，一致の意味を

私 に教えてくれた人 なのです。「この世界

と， その中にある万物 とを造った神 は，

・また
， ひと りの人から，あらゆる民

族 を造 り出 して，地の全面 に住 まわせ

・て下 さったのである。」(僕 徒17：24，
σ

26)

それか ら私は残 りの伝道期間に，合衆

国へ移住するアジアの難民 に文化面 での

オ リエンテーションと英語 のクラスを提

供する機関で働 きました。 この経験から，

自分 と信仰 を異にする多くの人々への理

解 と視野が広 まった と思います。

ある日の レッスンで家庭用品の使い方

と清掃方法を教 えたあと，少 し時間が余

りました。そこで私は生徒 の訓練のため

に，通訳 を通 じていくつか質問をしまし

10

「心 を
マリアン ・マイヤーズ ・シャムウェイ

に 」

た。たとえば私が，「あなたの住所は」と

尋ねると，彼 らが答えるというように。

ところがあるところまでくると， ひとり

の年老いたカンボジア女性が答えを言え

ないために，若い通訳者がかんしゃくを

起 こし，言葉遣いが荒々しくなってきま

した。するとその婦人は唇を震わせて何

回か まばた きす ると泣き出 してしまった

のです。通訳者が何 と言ったのか私 には

わか りませんで したが， その婦人の落胆

が手 に取 るようにわか りました。

その瞬間，私 は救い主がそこにおられ

たらどうな さるだろうかと考 えました。

私が彼女のやつれた手を取 って握 りしめ



生徒と私には，言葉も信仰も共通する

ものは何もありませんでした。

ると，彼女 は通訳者を通 して，カンボジ

アでの体 験を語 り始めました。すると近

くに座 っていた別の3人 の女性 も泣 き出

して しまいました。彼 らは異口同音に餓

死 した我が子 のことを， さらにジャング

ルに連 れ込 まれて殺 された人々のことを

話 しました。

これ らの女性 たちは皆大 きな苦難 をく

ぐり抜けてきた人たちばか りで した。教

育の機会 もほとんどなく， カンボジア女

性の唯一の仕事 といった ら，家をきりも

りすることだけなのです。ここにいる女

性たちも， 目の前で一番大切な宝物であ・

る家族が殺 され， あるいは拷間 にかけら

聖徒の道/1986年12月 号

れたところを目にしてきたわけです。

私 も彼女 たちと共 に泣いてレまいまし

た。 それか ら通訳を通 じて一生懸命に語

りかけました。「私 がどんなにあなたがた

を愛 しているかを， お伝 えしたいと思い

ます。皆 さんがどんなにつらい体験 をし

てこられたか，私には完全 に理解できな

いことをよく承知 しています。で もいつ

の日か平安 を得 て，今 まで手に したこと

のないすべての ものが与えられることを

心か ら知 ってい ます。」

クラスが終わると，私は とて も家に帰
の

るまで待 ち切れない思いで主に尋ねてみ

ました。「私 たちの周 りに貧 しい人々がい

なくなって，世界中の人々がすべて完全

にひとつの心と思いになれ るのは，いつ、

のことで しょうか。」私は聖典を手に取る

と，索引から 「貧 しい」という言葉 を探

し出 しました。 この とき私を慰 めてくれ
あいしよう

たのは，私がいつ も愛 諦 している次 のふ
ゆえ つ

たつの聖句でした。「故に，シオ ンに就 き
なんじ

て汝 ら心安 かれ。 そは，一切生 くる者わ
あ

が手の中に在ればな り。汝 らつつしみて，

わが神 な るこ とを知 れ。」(教 義 と聖 約

101：16)次 の聖句 はもっと有名 です。

「主
，その民をシオンと呼びたまえり。

いつ

彼 ら心を一 にし，精神を一 にし，義 に住

みたればなり。 されば彼 らの中に貧 しき

者一人 もなか りき。」(モ ーセ7118)

み た まが私の心 に降 り注がれました。

生徒 と私 の間 には，言葉 も信仰 も共通す

るものはあ りませんでした。 しかし私の

心か らの願 いは， この世的なものには恵

まれず，貧 しくはあっても，清さと柔和

な面 においては豊かな彼女たちとほかの

すべての人々がひ とつになることでした。

私 はその日のことを決 して忘れないで

しょう。それは主 に仕 えることの本 当の

意味 を私 に教 えて くれました。つまり私

が仕 えている人々と，愛することも学ぶ

こともすべて分 かち合 うことなのです。

この地 に住 む無数の人々に福音が どの

ように伝 えられるかを，私はもはや心配

していません。私 たちがみたまを感 じる

とき，言葉や人種，文化 の境界 は取 り除

かれます。 そしてみたまがあれば， いか

に相違が大 きかろうが，私 たちは互 いに

ひとつとなって仕 えることができるので

す。
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灘欝
私
は，神聖 な什分 の一の律法につい

て 自分 の証を申しあげたいと思い

ます。

さかえ

日の栄の律法

什分の一の律法は，私たちが永遠の生

命を得て日の栄の王国で昇栄レたときに

守ることになる日の栄の律法の一部です。
お きて あた

「そは
， 日の栄の王国の律法 に従 う能

た

わざる者は日の栄に堪 うる能わざればな

り。
しか

而 も， その いかな る王 国 にも一 つの
お き て か

律法を与えらる。且 ついかなる律法にも

また或る制規と条件あ りて，すべて， こ
ただ

れ らの条件 に堪 え得 るざる者は，皆義 し

とせられざるなり。」(教 義 と聖約88：22，

、38-39)

「お よそ日の栄の王国の律法 の諸原則

あた

によらずんば， シオ ンを建 つること能わ

ず。 これによりて建 てずば， シオンをわ

れに受け入 るることかなわざ るな り。」

(教義 と聖約105：5)

高 度 な儀式を 受ける ための条 件

神権の より高度な儀式を受けるにふさ

わしくなるためには，什分 の一の律法 を

守らなければな りません。永遠 の生命 を

得 るためには，男性 は主の宮居 で自分の

エンダウメン トを受けて妻 と結 び固めら

れねばな りません。その福音の高度な儀

式を受 け，る資格 があるかどうかを判断す

る基準のひとつが什分の一なのです。

予言者 ジョセフ ・スミスが殉教 した3

カ 月後， ノーヴー神殿の建 設中に， ブリ

ガム ・ヤングは十二使徒定員会の書簡の

中でこう述べています。「什分 の一の厳密

な順守に向けて，着実，堅実 に行動 を起

こしなさい。……そして主の宮居にもう

で，主の方法 で教 えを受 け，主の道 を歩

みなさい。」(「教会歴史」71282)

大 会 があった5日 後に，当時十二使徒

評議員であったジョン ・テイラーは，什

分 の一を納めていない者 が死者の代理の

バプデスマを受け られるかどうか， ある

書記 から質問を受けたと語 っています。

「収入の十分 の一
， つまり什分の一 を納

めていない人は死者のためのバプテスマ

を受 けるにふさ砂しくない。……什分の

一を納めることは私たちの義務である。

そうした小さな事柄 に留意するだけの信

仰がもしないとすれば， 自分 を救い，友

を救 うだけの信仰はむろんないはずであ

る。」(「教会歴史」7：292-93)

什 分 の一 を納めることは，その人が神

殿のエンダウメシ トを受 けるに、彗・さわし

いというひとつの証明です。

主の 収入制度

ジェームズ ・E・ タルメー一ジ長老はこ

のように言いました。

「『什分の一』は主の収入制度であって

主 はこれ を民 に要求 したもうが， それは

主が金銀 に不足 したもうか らではなくて

民がそれ を納める必要 があるからである。

『什分の一』 の律法 を制定 した裏面 に

ある根本的な・一…目的 は，収入を与える

ということよりもむ しろ 『什分 の一』 を

納める人の霊を進歩発達 させるにある。

収入を与えるということは重大 な目的で

ある。何 となれば教会 の仕事を続行する

ために金銭が必要 とされるかぎ り，主 は

与える人の信仰 によって聖 められた金銭

を要求 したもうからである。 しかし……

評価 を超えた数々の祝福 が 『什分の一』

の律法 に厳密に従う人 に保証され る。r主

がその ように命 じたもうて いるからであ

る。』」(ジ ェームズ ・E・ タルメージ 「信

仰箇条の研究」pp，マ22，725)

信 仰 の試 し

什分 の一 は，教会員個人の正 しさをは

かる大 きな試しです。 ジョセフ ・F・ ス

ミス大管長はこう言いました。

「この原則(什 分の一)に よって
， こ

の教会の会員の忠実 さがはかられる。 こ

の原則 にホって，神の王国を支持 してい

る人 と反対 している人がわかる。この原

則 によって， だれの心が神 のみこころを

行 なうことと神の戒めを守ることに向け

られており，だれがこの原則 に反対 し，

シオンの祝福 を拒 んでいるかがわかるだ

ろう。 この原則によって私 たちが忠実 で

あるかそうでないかがわかるので， この

原則は非常 に大切である。 この点 で， こ

の律法 は神 に対する信仰， 罪の悔 い改め，

12
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「什分の一を納めることは私たち

の義務である。そうした小さな事

柄に留意するだけの信仰がもしな

いとすれば，自分を救い，友を救

うだけの信仰はむろんないはずで

ある。」
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罪の赦 しのバプテスマ，聖霊の賜を受け

る按手礼 と同 じくらい必須の ものである。

もし人がひとつの点 を除いてすべての律

法を守ってお り，そのひとつにつまずい

ているとすれば，その人はその律法 を破

る者 であ り，イエス ・キ リス トの完全な

祝福 を受 ける資格のない者であるからで

ある。 しかし，人が力や能力に応 じて，

啓示 されたすべての律法 を守るなら，そ

の人のすることはたとえわずかであって

も， その千倍 のことができた時 と同じよ

うに，神 の目から見 て受 け入れられる者

となるだろう。1

什 分の一の律法は人々が個人 として試

される試 しである。 この原則を守 らない

人は， シオンの福祉 に冷淡な人であ り，

教会員 としてその義務をなおざりにして

いる人であり，……福音 の祝福 と儀式を

受 けるのにふさわ しくなるべき行ないを

拒否 しているのである。」(「福音 の教義」

pp.218-19)

ジ ョー ジ ・Q・ モ リスは，什分の一を

正直 に納 めるには信仰が必要であると教

えました。

「什分 の一を納めるだけのお金がない

と言うとき，その人は什分 の一を納める

だけの信仰がないと言うべきであると思

う。私 は，什分 の一はお金ではなく信仰

でもって納めるのだと確信する。 なぜな

ら，人は大金 を得 て什分の一が多額にな

ると，それを納めることができないから

である。彼は什分 の一を納めるには多す

ぎる金 と少なすぎる信仰 とを持ちつつ，
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自分 には納 め る資格 がない と感 じて い

る。」(「インプルーブメ ント・エラ」1953

年6月 号，pp.435-36)

これ につけ加 えたいのは，巡 り合わせ

が悪 くてお金 も信仰 もわずかなため，什

分の一 を納 める余裕 がないと感 じている

人 もいることです。

金持 ちだから，あるいは貧乏だから什

分の一が納 められないという人はいませ

ん。什分 の一を納めないでいられる人 は

いないのです。

南アメリカに住むある若夫婦 の話に，

私 は感動 しました。彼 らは神殿 から何千

マイルも離れた所 に住んでいました。収

入 は乏 しいのですが，大きな信仰 を持 っ

たご夫婦でした。

彼 らは主 に対 して，・またお互 いに対 し

て，収入があればまず什分の一を完全 に

納めると約束 しました。什分の一 を納 め

てか ら，いすやテーブル もない小 さなア

パー トで質素に暮 らしました。食費を取

って残 ったお金 は神殿行 きの資金 に充て

ました。

そうして1年 が過 ぎました。主 に対す

る什分の一の約束 と，神殿 に行 くという

目標 は守られていました。 その男性 の教

会員ではない兄弟が，彼 らのつつましい

信仰 を見ていました。そしてある日， ま

るで守護天使 でで もあるかのように，彼

は2枚 の航空券 を持 って来て くれて，ふ

た りは夢がかない， あこがれの神殿 に行

けたのです。

彼らは神殿に行 き，結 び固められまし

た。もうひとつのすばらしい祝福 は， そ

の兄弟がバプテスマを受 けたことです。

彼 はふた りの模範 と彼 自身の犠牲から証

を得 ました。人のための犠牲が自分 の救

いに至 る扉 を開いたので した。

「わだしの宮に食物のあるように
，十
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分の一全部 をわたしの倉に携 えてきなさ

い。 これをもってわたしを試み，わたし
つ

が天 の窓を開いて， あふるる恵みを， あ
いな

なたがたに注 ぐか否かを見 なさいと，、万

軍の主は言われる。」(マ ラキ3：10)

「主 を試みる」用意は私 たちにあるで

しょうか。主は待ってお られ ます。

諺

正直 な什分 の一

予言者 ジョセ フ ・ス ミスが， あるとき

このように嘆願 しました。「ああ，主よ，
なんじ

汝がいかほど，汝が民の財産 の什分 の一

を求 めておりたもうかを， しもべに示 し

たまえ。」(「教会歴史」3：44)

1838年7月8日 ， その祈 りの答えが与

えられました。
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の一 を納 めたる者 は，以後毎年彼 らの得

る全利益 の什分の一 を納 むべ し。 これを

以て，わが聖 なる神権のためにする彼 ら

の守 るべき永久的定法 となす， と主 は言

う。」(教 義 と聖約119：3-4)

什 分 の一の律法は教会員全員 に与えら

れました。大管長会 は，什分 の一の律法

が現代の私たちに与えられている律法で

あることを明 らかにしています。「周知の

最 も簡潔 な宣言は，主 ご自身のみ言葉，

すなわ ち教会員 は 『毎年彼 らの得 る全利

益(こ れ は収入 と理解 され ますが)の 什

分 の一』 を納 めるべ きであるということ
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懸繋
です。これ以外の声明は正 しいとはされ

ません。」(大 管長会の書簡，1970年3月，

19日)

什分 の一や捧げ物 について間違えば，

主に対 して間違 うのだということをはっ

きり覚 えておきたいと思 います。

ジ ョージ ・Q・ モ リスはこのように言

いました。「私 たちが神 に対 して正直 に什

分 の一を納めるならば，主は私 たちを祝

福 し，繁栄させ，信仰を増 してくださる。

また，主 は，正直に什分の一を納める信

仰のある人々を通 じて しかできないたく

さんの仕事 をお持 ちであると思 う。」(ジ

ョージ ・Q・ モリス 「インプルーブメン

ト・エラ」1953年6月 号，pp.453-56)

シオ ンの陣営が聖徒 たちに ミズー リの

それぞれが正直に什分の一を

納めて得られる祝福を証でき

るように，家族全員で面接に

立ち会うのが一番良いと思い

ます。

財産 を取 り戻 し得なかったわけを予言者

が尋ねたとき，主は次のような言葉 で答

えられました。

「…… もしわが民罪 を犯 さざ りせば彼
あがな お

ら今にも瞭 われ居 りしならんに。

されど見 よ。彼 らはわが彼 らに要求 し
さと

たるところにおとな しく従 うことを覚 ら

ずしてあらゆる悪 に満 ち，彼 らの中の貧

しくして苦 しめる者たちに聖徒 たるにふ
わか

さわ しく物資 を頒 たず。
お きて

日の栄の王国の律法の要求 する和合一

致 に従 いて一致協力せず。」(教 義 と聖約

105：2-4)

そ して， こうつけ加 えられました。

「されば
，わが民の律法に従順 なるこ

さと こら

とを覚 るまでは必ずこれを懲 しむるを要

聖徒の道/1986年12月 号

する もし必ず要すれば，彼 らの受 くるこ
　

とによりて打 ち懲 しめらるるなり。」(教

義 と聖約10516)

公 平 ， 共同の律 法

什分 の一の律法については全教会員が

平等です。富者 も貧者も，利益がいかに

大 きかろうが小さかろうが， だれで も毎

年の利益の10パ ーセン トを納めるのです。

私 が地区代表の責任 にあった今か ら数

年前のことです。 その頃教会 は， ペンシ

ルベニア州ブラッドフォー ドにあるほか

の宗派の集会所を購入 しました。 ヨーロ

ッパから輸入 され，工芸家にようて組み

上 げられたその美 しいステン ドグラスに

は寄贈者の氏名 が刻 まれていました。 レ

バ ノン杉でで きた手彫 りの立派な説教壇

にも寄贈者のイニシャルが彫ってあ りま

した。礼拝堂正面の椅子席 には，建築費

の献金が最 も多額であったその偉 い一族

の名前が記 されていました。

しか し什分 の一は，捧 げ物 が多ければ

祝福が大 きいというわけではありません。

どの教会貝 も礼拝堂に入 り，活動 に参加

して，平等でいられ ます。主 はそれぞれ

の捧げ物 を公平に見 られ るのです。正直

に什分の一を納める人々 は， その忠実 さ

ゆえに，必要 とあらば主の助けを求め，

主の祝福 と援助 を期待で きる人々です。

什 分の一の 処理

教義 と聖約 の第120章 で 主は，全教会員

に対 して什分 の一の律法に関する啓示を

お与 えになりました。その中で，主 は明

確 に述べてお られ ます。「わが教会の大管

長会，監督その評議会(管 理監督会)お

よびわが高等評議員会貝(十 二使徒定員

会)に よ りて構成する会議により，什分

の一 たる財産 を処環すべ章時は至れ り。
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「わたしの宮に食物のあるように，

十分の一全部をわたしの倉に携えてきなさい。

これをもってわたしを試み，

わたしが天の窓を開いて，あふるる恵みを，
いな

あなたがたに注ぐか否かを見なさいと，

万軍の主は言われるづ」(マラキ3：10)

また， これは彼 らに告 ぐるわが声 によ り

て為 さるべきなり。」

聖徒たちの捧 げる尊い什分 の一の使途

については，主が大管長会，十二使徒定

員会，管理監督会 を導かれ ます。 この会

議 は，什分の一支出評議会 と呼 ばれてい

ます。

ジョージ ・アルバー ト・スミス大管長

は，什分 の一 の処理 について実 に大事な

ことを教 えています。彼 は長い間会 って

いなかった少年時代の友 をステーキ部大

会 に招待 しました。 その人 は経済界で名

をな した人で した。大会 から家 に向かう

車の中で，その人がス ミス大管長に什分

の一の納 め方を尋ねました。大管長 は，

1万 ドルの収入があれば1千 ドル を什分

の一用 に銀行 に預けると言 いました。す

るとその人は， だれかがもっともな理由

でお金を必要 としたとき， 自分な らその

人 に小切手 を切 って与えると言いました。

「少しずつ1千 ドルは減 っていきます
。

だが，その1ド ル1ド ルは確 かに有意義

に使 われているわけです。」そしてス ミス

大管長 に，その方法 をどう思 うか と聞 き

ました。

スミス大管長 はこう返事 しました。「他

入の財産 について まことに気前の よい方

ですね。あなたはご自分 では什分 の一 を
の

納めておられない。あなたが話 したのは，

主のお金で何 かをしたということで， 自

分のお金 は1銭 も使 っておられないわけ

です。主は世界一の同僚 なのです よ。所

有物 はこの空気 に至 るまで全部主からの

いただき物です。その主が， もらう物の

10分 の1を 取 って主の命 じられるとお ゆ

教会に納めよと言っておられるのです。

それをしてお られないで しょう。あなた

のや り方では，最高 の同僚のお金 を取 っ

て，勝手に使 っていることにな ります。」

それか ら1カ 月ほどたって，街角で出

会 ったとき，その友が主に命 じられたと

おり什分の一を納めていることを知って，
あん ど

ス ミス 大 管 長 は安 堵 し た の で し た 。(「 イ

ンプ ル ー ブ メ ン ト ・エ ラ」1947年6月 号 ，

p.357参 照)

什分の 一の面 接

年末 に家族の一 人一人は什分の一の面

接 を受 け，什分の一 を完全 に納めている

かどうかを告 げます。監督や支部長 は主

に対する証人であ り，私たちの その申し

出を教会記録 に記録 します。それが正 し

いかどうかは， 自分 と主だけの知 るとこ

ろです。

什分の一の面接は監督 にとって，什分

の一 を完全 に納めている人 だけでなく，

少ない額 しか納 めていない人 とも会 って，

この律法の大切 さを教 える良い機会 です。

それ ぞれが正直に什分 の一を納めて得

られる祝福 を証で きるように，家族全員

で面接 に立 ち会 うのが一番良いと思いま

す。

子 供たち に教え るこ と

た とえほんのわずかでも，子供のみん

なに什分の一 を納めてほしいと思 います。
ささ

両親が，捧げるほどの額ではないと考 え

ているために什分の一 を納 めない子供 が

います。十代 になれば家計を助けなけれ

ばならない子供 もいるでしょう。また，

自分のお金全部 を服や遊 びや車 に使 いた

いという誘惑 にか られる人 もいるかもし

れません。

伝道のための貯金 をしているので什分

の一 を納 めないという青年男女 と面接を

したこともあります。教会 に導 かれてく

る人々に，宣教師がみずから守 ったこと

のない律法 を教 えることができるで しょ

うか。 この律法 を完全に守 っていたらも

っと確信 をもって教 えられ るのではない

でしょうか。宣教師 は伝道中に受け取る

お金の什分の一 は納 めないので，帰還 し

てから学費や家計の重みに負けて什分の

一の律法 を守 らないままでいるというこ

とも考 えられます。そういう人が大人に

なり，多額の収入 を手 にして，どうして

什分 の一 を納めなければな らないのかと

いぶかることもあるで しょう。

伝道部長をしていての経験 ですが，伝

道 を終 えるとき，宣教師 は例外なく神殿

推薦状 を得 たいと望 みます。 その彼 らに，

神殿推薦状をもらうには，伝道か ら帰 っ

たときに什分 の一の律法 を守 らなければ

な らないとしっか り教 えるのがとても大

事 なことでした。什分の一が， 自分 の時

間 と才能 とお金のすべてを必要 に応 じて，

神の王国の建設のために捧 げるという奉

献の律法の欠かせない一部 であるという

ことを知 るのは大切 なことです。

什分の一 を完全 に納 める機会 を持たず

に最後の安息の場へ行 く人々が少 ないよ

うにと願います。私たちは， たとえば監

督の面接や家庭 の夕べ，補助組織 のレッ

スン，聖餐会，ホームティーチングや家

庭訪間の中で，什分 の一の原則を子供 た

ちに教 えなければなりません。

天 の祝福

私たちは，人の救いと霊 の成長にとっ

て什分の一の律法 に従 うことが必要であ

ると教 えています。聖徒たちが什分の一

を完全 に納 めるとき，主 は天の祝福 をま

たその民 に注 いでくださるのです。

(1986年4月4日 総大会神権指導者会 に

お ける話の編集記事)
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主エズみ わが胸
希望や喜び，そしτ悔ω改めのカぱ

救の主への深幻愛から生まれτ〈る。

トツ ド ・A・ブ リ ツ チ

12
世紀の シトー修道会 のクレアヴ ォ

クスのバーナー ドは美 しい祈 りの

讃美歌 『主エスよ，わが胸』の中で次 の

ように歌 っています。

主エ スよわが胸 よろこび満 つ
い

み前に出づれば さ、らにうれし

主のとうときみ名 いとやさしく

なによりも聖 し 救 い主 よ

(讃美歌145番)

ず っと以前に私は監督 に聖任 され，学

生ワー ド部 を管理いたしました。監督 と

しての力 と鍵が与え られたとき，私 には

イスラエルの判士 としての責任 が与えら

れました。 これは監督の責任のうちでも

私が最初 に一番不安 を感 じていた分野で

したが，最 も良い奉仕の場であることが

すぐにわか りました。

判士 として私 は会貝資格 が問題 となる

ほどの罪 を犯 したワー ド部 の会員の告 白

を聞 く責任があ りました。残念なが ら会

員か らの告 白はかなりありました。ある

とき，私の友人のひとりは 「学生 たちは

問題が多いんですか」 と質問 してきまし

た。私 は半分正直 に，「問題 はほんの2，

3し かないんですが，頻度 はかなりのも

のですね」 と答 えました。 しか し，私 を

悩 ませたのはまさにこの 「頻度」で した。

ほとんどのワー ド部の会員 たちは重大な

罪を犯 してはいなかったものの，何人か

は監督 と話 し合 って問題を解決 したあと

で さえも同じ過 ちを繰 り返 していたから

です。
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罪を繰 り返す こと

最初私 はこの事実 に当惑 してしまいま

した。学生たちは勇気を奮 って私 の所 に

やって来 て，罪を犯 したことを認めます。

生活を改 めようとする彼 らの願 いは真剣

でした。 ある人たちは苦痛 と悲 しみにう

ちひしがれ，面接 の終わ りにはほとんど

の人が涙を流 しました。しか しそれで も

その後 に何度か，ひどい人は1日 か2日

後 に同じ罪を繰 り返 して前回以上の苦 し

みの中に告 白に来 る人がいるのです。

彼 らと悔 い改めの原則について話 し合

うと，彼 らは一般的にかな りの知識を持

っていることがわか ります。 ほとんどの

人は悔 い改めの段階について知 ってお り，

まず最初に自分 自身を赦すべきことを強

調 しています。 しかし彼 らには明 らかに

何 かが不足 していました。彼 らの悲 しみ

は本物 でしたが，何の変化 も起 きなか っ

たからです。パウロは次の ように語 って

います。「この世の悲 しみは死 をきたらせ

る」のであり，彼 らに必要なのは 「救い

を得 させる悔 い改めに導 く神 のみ こころ

.に添うた悲 しみである」と。(IIコ リン ト

7：10参 照)

私 は新会貝に信仰箇条 の説明をしてい

るときに自分 のカウンセ リングの方法が

誤 っていることに気づ きました。私 は福

音の原則の第1番 目の前に第2番 目を問

題 にしていたのです。主イエス ・キリス

トを信ずる信仰 の前 に悔い改めを置いて

いたのです。なんだ，そんなことかと思

われるか もしれませんが，私 自身 と私が

カウンセ リングをしていた人たちにとっ

ては重要 な ことだ ったのです。主 イエ

ス ・キリス トを信ずる信仰があ り， それ

が悔 い改めの前 に存在 してこそ，悔 い改

めが意味のある有益 な原則 にな り得 るこ

とを私たちは改 めて知 ったのです。 その
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理由は明確です。私 たちの不完全 さのた

めに， キリス トの愛 と恵みなくして私 た

ちは自分の罪の代価を支払いきれないか

らです。

私た ちは生活 を完全 に変える

ことができ る

、私たちは， キリス トの愛 と恵みなくし

て罪の代価 を支払いきれないという事実

を認めたときに，信仰を持 ち始めます。

そうして初めて主は，生活 を本当に変 え

る力を私 たちに与えることができるので

す。 そして この信仰 によって変わろうと

する力を得 ることがで きるのです。私た

ちがキ リス トの教 えを実践するな らば，

キリス トは罪の代価 を取 り除 いてくださ

います。 その結果 として，私 たちは主に

対す る信仰 と主の愛 によって，長 く正義

を求め続 けなが ら耐 え忍 んでいく力を得

ることがで きるのです。救 い主 を拒 むこ

とから生 じる苦痛を知 っていた息子アル
あわ

マは，主 の憐 れみについて次のように述

べています。

「この御方はその民 を縛 る死 の縄目を

解 くために甘 んじて死 を受 けたまい， ま

た肉体を もつ者 として慈悲 の心に富みた

まい，虚弱の度 に応 じてその民を救う方

法 を知 るために民 と同じく虚弱を受けた



もう。1

『みたま』はすべてのことを知 りたも

うが，それでも神 の御子はその民の罪を
あがな

負い， 自分が購 う力によって民 のとがあ

やまちを取 り消すために肉体に苦痛を受

けたもう。 これは私 が心から証 をするこ

とである。」(ア ルマ7：12-13)

ベ ン ジャミン王の時代の民の中には，

キリス トに対する信仰 を持 つことにより

悔い改めの心が生 じた人々がいたことが

記録 されています。彼 らは 自分 たちの肉

欲の有様を見て声高 らかに叫び ました。

「ああ憐 みた まえ。キ リス トの血 によ
しよくざい

る身代 りの蹟罪の効力を環ぽして，われ

聖徒 の道/1986年12月 号

「神の御子はその民の罪を負い
，

自分が贋う力によって

民のとがあやまちを取り消すために

肉体に苦痛を受けたもう。」

(アルマ7：13)

らが各々その罪を赦 されて心 が清められ

るようにな したまえ。われらは天地万物

を造 ってこの後人間に降臨したもう神 の

御子イエス ・キリス トを信 じ奉 る。」(モ

ーサヤ4：2)

絶 え ず 善を 行な うこと

それか ら後， 「主の 『みた ま』がかれ ら

に下 ってその心が喜びに満された」(モー

サヤ4：3)の で，みたまが彼 らの 「心

を非常 に改めさせ，悪 を行 う性質 をな く

して常 に善 を行 う望 みを与えたもうた」

(モーサヤ5：2)と 彼 らは証 しました。

私 自身 もワー ド部の会員たちもできな

かったのは，主が 「あわれみをたれた ま

いてキ リス トの血 による身代 りの蹟罪の

効力により，私たちの罪の赦 しが得 られ

るよう」 に主 に願 い求 めることだったの

です。私 たちはただ死をもたらす世の悲

しみを味わっただけでした。 イエスが罪

の代価 をすで に支払ってお られることに

気づくと， イエスこそが私 たちの心の望

みとな ります。それ以上 に私たちは， イ

エ スが罪に負ける人々に対 して思 いや り

がおありになることに気づきます。私 は

イエスにこの思いや りがおありになるこ

とに気づ くことこそ本質的なことだと思

います。多くの場合，私 たちは人 を従順

にさせようとするあま り，罪人にもたら

される罪のみ を強調 し，キ リス トか ら差

し伸 べられている憐 れみの手 を軽視 する

ことがあ ります。

罪悪 の結果 は苦 しみ である

私 のひ とりの友人がかつて苦々 しい表

情でこう言いました。「教会の法廷 は罪を

犯 した人に対 してあま りにも甘 い判決 を

下 している。」この友人は，罪悪 とは快楽

そのものであると誤解 しているようであ

り， 自分ができないでいることを ほかの
　

人が していて， しか も明確 な罰を受けて

いないことに腹を立てているようで した。

彼 は，「罪悪 は決 して幸福を生 じたことは

ない」(ア ルマ41：10)と い うことや，罪

悪が苦痛や悲 しみそのものであることを

忘れてしまっています。神 は悲 しみでは

なく喜 びをもた らすために照 いをされた

のです。「神 が御子 を世 につかわされたの

は，世 をさばくためではな く，御子によ

って，この世 が救われるためである。」(ヨ

ハネ3：17)

私 は，悔 い改めの前 にイエスを信 じる

信仰を持てばすべての問題 が解決で きる

とか， すべての誘惑 に終止符が打てると

は思っていません。 この末 日に生 きる偉

大な聖徒たちは，最後 まで耐 える力を求

めて熱心 に祈 ってきました。 キリス トは

肉における神の独 り子であ り，ゲツセマ

ネやゴル ゴタの丘で私 たちの罪を贈われ，

死か らよみがえってすべての死者 に復活

をもたらし，近代 において救 いの儀式を

行なう権能 を回復 されました。イエス ・

、キリス トとその福音 に対する信仰 は私 た

ちの生活 を変 える力 を与 えてくれます。

その信仰 こそ罪の責め苦 を感 じ，罪悪 に
1

束縛 されているすべての人 に希望 を与え

る最初 の段階 なのです。

悔 いる心 には 望 みを与え

へ りくだるものに よろこび与 う

罪 に苦 しむ人 に対する，希望や喜び，

そして悔 い改めの力 は，救 い主への深い

愛 から生 まれてくるのです。

*ト ッ ド・A・ ブ リツチ1ブ リガム ・ヤ

ング大学人文科学教授， ワー ド部大祭 司

グループ リーダー
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、

スペ)ノサ ー ・W・キ ン1ポー ル ，

マハ トマ ・ガ ン ジr

コ リー ・テ)ノ・ブ ー ム ，

乙れ らの入 々 ぱ皆知 っτ幻ま した。

、 ま

饗
舞 ・

前中央扶助協会会長 バーバラ ・B・スミス

●N・ エルドン ・タナー副管長

は，ブラウン副管長の多大な成

功はブラウン姉妹の愛の賜であ

ると言っています。

、雛

隠 は命なり・命は不滅なり・」詩人工
久 ミリー ・ディクソンはこう記 して

います。 そして私 たちも皆 この思いが真

実であると知 っています。愛のない命 は

まったく真の命 とは言えず， その本質 は

忍耐と沈滞です。 しか し愛 は命 に生気 を

与 えます。愛は感化力 にあふれ，野火の

ように心 から心へ と広がっていきます。

愛のあるところ，命 は命 を生 じ，愛は愛

を生みます。そしてそのすべてが混 じり

合 うところに，不滅の性質が生 まれるの

です。

愛の物 語

私の好 きな真実の愛 の物語 をお聞かせ

しましょう。私 がこの話を知 ったのは，

話が大分進展 してしまったあとからで し

た。ある晩のこと，私 と主人はある会社

のディナー ・パーティーへ出かけました。

そこで私 は夫人 と共 に出席 してい らした

年配の男性の横 に座 りました。夫人の方

に卒 中の後遺症があるため，ご主人が彼

欄

鋤

蕪

灘

、嘩

蟹議 纏 、

馨

簸
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欝
露

女の皿 の肉を切 り，食物 を口に運 ぶの を

手伝 っていました。彼 の物腰はとてもや

さしく，心配 りもすば らしいものでした。

彼が食事 を終わ ったところで，私 はこう

話 しかけました。「奥様 にとてもおやさし

いんですね。」

すると彼の返事 はこうで した。「当然の

ことですよ。」それから彼 はふた りの交際

と，共に歩んで きた人生 を次のように語

ってくれたのです。「私 が彼女を初 めて見

たのは， カナダでのパーティーの席上で

した。彼女 は朗読を していました。長 い

金髪 を巻 き毛 にした彼女は，美 しい白い

ドレスに愛 らしい水色のサテンのベル ト

を飾 っていました。私 は彼女に強 く心を

ひかれて，母 に彼女 こそ私が結婚 したい

女性であると話 しました。母 は笑いなが

ら私の好 きなようにさせて くれ ました。

その後私は伝道 に行 き，帰 ってきたら彼

女 はほかの人と婚約 していました。 その

頃私は監督 から特別な召 しにつくように

という要請 を受 けたのですが，気が進ま

ずなかなか承諾 しない私 に監督がこう言

いました。 も・し私がいつも主のみ業 を第

一 にすれば
，主が絶えず私 を心にかけて

くださることがわかるだろうというので

す。私 はソル トレーク ・シティーへの長

い旅 に出ま した。それから私が家 に戻 る

と，彼女の婚約 は確談 になづていました。1

私 たちはデー トを始め，そ して結婚 した

のです。」.

夫人の方 はそのデ ィナー ・ノマーティー

以後，会式の席 にはめったにご主人 と同

伴 しませんで した。そ の後 問もなく彼女

の容態は悪化 して完全 に寝 たきりにな り，

話すこともできなくなって しまいました。

彼は教会幹部 でしたので，定期 の大会 に

訪間1して聖徒 たちに勧告 を与える責任が

あ りました。そして家 に帰 ってくると必

ず彼女に大会 の話を聞かせ るのでした。

ある日話 を終 えた彼 は愚痴 をこぽしてし

まいました。「君が返事 をしようξしない

のなら，ぼ くももう経験 してきたことを

話 さないよ。 もうぽくのことを愛 してい

ないんだねのす ると彼女 の目から涙があ

ふれ，全身の力 をふ りしぽ るかのように

やっとの思いで，「私 はあなたを愛 してい

聖徒 の道/1986年12月 号

るわ」 という言葉 を口にしたのです。そ

れはとて も困難 で実に時間のかかること

で したが，彼女 は必死 に言葉 を口に出し

たのです。彼は二度 と再びふた りの愛 を

軽々しく扱わないと心 に決 めました。た

とえ彼女 の肉体が衰 えようとも，、&・たり

の愛ははるかかなたまで一緒なのですから。

このすばらしい女性 ジナ ・カー ド・ブ

ラウンの葬儀 では，話者のだれもが皆彼

女 と最愛の夫 ヒュー ・B・ ブラウン副管

長の愛について語っていました。マ リオ

ン ・G・ ロムニー副管長 はこう言われ ま

し左。「どこにいて も，彼女 は愛 にあふれ

た女性 でした。」N・ エル ドン・タナー副

管長は，ブラウン副管長の多大な成功は

彼女の愛の賜であると言 っています。ま

たキ ンボール大管長は，ブ ラウン副管長

と姉妹 の愛 があ まりにも強いので，お.彗・

たりはやがて永遠 に一緒 にあられること

で しょうと言われました。彼女の愛はご

主人を不死不滅 のかなたへ，すなわち永

遠の始 まりへ と引き上 げたのです。

最 も大 臼な る戒め

聖典が語 っているのはこの愛です。宇

宙にあまねく広 がり，天 と地 とを治めて

いるのは永遠の命 を与 える力です。それ

は弱きを強きに変 え，永遠 から永遠 にわ

たって私たちの行 く手にの しかかってく

る大 きな、困難を乗 り越 えて高めてくれる

力なのです。

主 イエス ・キ リス トが地上での最後の

務 めを果 たされたその週に，イエスを陥

れようと企てるパ リサイ人が3度 も近寄

ってきました。 その中のひとり，律法学

者はこう尋ねています。

「『先生
，律法 の中で， どのいましめが

いちばん大切なのですか。』

イエスは言われた，『「心 をつ くし，精

神をつくし，思 いをつくして，主 なるあ

なたの神を愛せよ。」

これがいちばん大切 な， 第一のいまし、

めである。、

第二 もこれと同様 である，「自分 を愛す

るようにあなたの隣 り人 を愛せ よ。」

これらの二つのいましめに，律法全体

と預 言者 とが，かかっている。』」(マ タイ

22：36-40)

これ はいっの神権時代 にも与 えられて

きた同 じ教えです。主はどの時代 にもこ

の核 心となる教 えをその子 らに幾度 も繰

り返 され ました。もし私 たちに愛がなけ

れば， どんなに知識や行ないがあろうと

も無 に等 しいと言われたこともあ ります。

また別の ときに主 はこうも言われました。

「もしあなたがたがわたしを愛するなら
の

ば， わた しの いましめを守 るべ きであ

る。」(ヨ ハネ14：15)し か し絶 えず主は，

福音の真髄がまさに神 と人 を愛すること

であると強調 しておられます。「互に愛 し

合 うな らば， それによって，あなたがた

がわたしの弟子であることを，すべての

者が認めるであろう。」(ヨ ハネ13：35)

そ してこの真 に人を愛するという問題

は，国際関係の分野においてそれほど頻

繁に努力がなされないばか りか，国内情

勢の分野になる とごくまれなことです。

しか し数少 ない中にも，非常に著名な出

来事が私 の心に浮かんで きます。

マハ トマ ・ガンジーはイン ドを独立へ

導いた人物です。そしてガンジーは， も

う一方のほおを向けることや憎 しみの行

為 に対 して善 をなすことが，人々にとっ

て大 きな力を放つことを知 っていました。

ひとりの回教徒がひどくあわてて彼の と

ころへやって来 ました己息子が ヒンズー

教徒 に殺 されたので， その報復 として ヒ

ンズー教徒 の幼い少年 の命 を取ったとい

うのです。悲嘆にくれた彼 はガ ンジーに

救いを求 めて きました。そこでガンジー

は・ もしヒンズー教徒 の中に孤児の少年

を見つけたら自分の子供 として育てるよ

うに，・しかも回教徒 としてではなく， ヒ

ンズー教徒 として育て るときにのみ慰め

を見 いだす ことで しょうと話 して聞かせ 、

ました。

愛 には犠牲 があ り，犠牲 は不滅 をもた

らします。ガンジー自身は実 に多 くの苦

悩 を抱 えていましたが，究極的 には何百

万 もの人々がより自由ぼな りました。 し

かし銃弾が彼の命 を縮 めて しまいました。

彼が生 きていたら，新 しい国家ぼ対 して

どれほどの貢献をしたことだろうとだれ

しも考 えたことでしょう。
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キンボ ール大 管長の模範

私たちは愛する近代の予言者スペ ンサ

ー ・W・ キンボールの生涯 にたくさんの

愛を見てきました。教会の予言者 になる

ずっと以前から，愛は彼の人生の一部 を

占めていました。

ユタ州 ローガンのステーキ部長 は一冊

の招待客名簿 を保管 してい ましたが，彼

の死後その本 は子息に譲 られました。本

のぺ一 ジを繰 りながら，子息はそ こに記

されている数 多くの署名 に感銘 を受 けま

した。教会幹部の大半 がその本 に署名 し

ている中で，彼の 目に留 まった記載 は次

のような ものでした。

氏名 ：スペンサー ・W・ キンボール

長老

日付 ：1954年

役 職 ：使徒

趣味 ： 「人々を愛することです」

さらにページを進んでい くと，10年 後

にもかかわ らずほとんど同 じ署名 が彼 の

目に留 まりました。

氏名 ：スペンサー ・W・ キンボール

長老

日付 ：1964年

役職 ：使徒

趣味1「 人々を愛することです」

私 たちは皆 スペ ンサー ・W・ キ ンボー

ル大管長 を愛の人 として知 っています。

彼は見えざる攻撃にさえも打 ち勝つ方法

として愛 を考 えていました。そのような

出来事がキンボール大管長の隣人のひと

りにも起 ごりました。 この隣人は妻 から

戻るように言われるまで，キ ンボール大

管長が庭 にいるときは決 まって外 へ出て

いき話 しかけたそうです。 ところが妻は

こう注意 したのです。「そんなことをして

はいけないわ。キ ンボール大管長がひと

りになれるのは庭にいるときだけなのよ。

そこへあなたが出て行 っては彼の ご迷惑

よ。」それ以来隣人は家の中にいて，窓越

しにキンボール大管長を眺めるだけにし

ました。

それからキンボール大管長が隣家 の呼

び鈴 を鳴 らして鍋料理 を隣人に手渡 した

頃には，すでに数 カ月が経過 していまし

た。「これは何 のためですか。」隣人がそ

う尋ねると， キンボール大管長が答 えま

した。「私 にもわか らないのですが，私が

何 かあなたの気 にさわるようなことをし

たのなら，是非おわびを しなければと思

ってやって来 ました。あなたがちっとも

私 のところへ来て話 して くださらないの

で， きっと何 か私が悪いことを したに違

いないと思 ったのです。」

行 って行なうようにと主が私 たちの心

にささやきかけておられること， そして

この方法によってほかの人々の熱烈な祈

りに答えられるということを，私たちに

やさしく説 いてくださったのはキンボー

ル大管長でした。 さらにキンボール大管

長は，主が祈 りに答 えるのにこの方法を

選ばれたのは，私たちが愛 を与えること

●息子に先立たれた父親がマハトマ ・ガンジーに慰め

を求めたところ，返ってきたのは驚くべき助言でした。
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を学 ぶにはこの方法 が最 も効果的 だとご

存 じだったか らであると言 いました。

最近私は，ふた りの家庭訪問教 師が病

弱な姉妹 のために1年 以上 もの間，食料

品の買物をすべてしてあげたという話 を

知 りました。さらにその姉妹が毎 日血圧

を測 らなければならないため，彼女たち

はその仕事 も喜んで引き受 けたそうです。

別のワー ド部では，扶助協会 の姉妹が

組織 してご主人が留守中の病気 の姉妹 を

助 けました。彼女 はタイ人のため，英語r

の語学力が限られていました。 また全身

の器官が病気 に冒されているため，姉妹

たちは人 口呼吸装置の操作を習 いました。

さらに病気の姉妹 を入浴 させ，髪 をとか

し，歯 をみがき，家の掃除や食事 の用意

まで したのです。 この姉妹 が自分 に奉仕

してくれた人々の愛 と忍耐に，涙 なが ら

に感謝の言葉を口にするのを耳にしまし

た。

世界に生命 の存在 をあらしめた愛は，

イ1エスが私たちに教 えだその愛です。 そ

れは結婚 における生命，家族における生

命，隣人関係 における生命，地域社会や

国家，世界における生命 を創造 します。

私 たちは主を愛 し，主のみ言葉 を信 じ，

不死不滅 を愛 し信 じなければな りません。

コ リー ・テン ・ブ ーム

第二次世界大戦 中に反 ナチ闘争 の地下

組織 で活躍 した50歳 の独 身女 性， コ リ

ー ・テン ・ブームの話は多分記憶 にある

ことでしょう。 そこで，極 めて不遇な と

きにも，彼女の生涯 において愛がどのよ

うに作用 して善 をなすに至 ったか，、こ・た

つの例を紹介 したいと思います。

最初は，彼女がオランダにいたうら若

き乙女の頃のことです。当時彼女 は激 し

い恋 をして， その恋 が実 ると思 っていま

した。 ところがある日，相手の若者が別

の若 い女性を伴 って彼女 ゐ戸口'を訪 れま

した。彼 は婚約者にコリーを紹介 したか

ったのです。 ふた りが帰 ったあとで，彼

女が この窮地 を直視できるようにと家族

が集 まってきて元気づけました。 しかし，

コ リーは逃 げるように寝室へ消え， そこ

に身体 を横 たえてむせび泣きました。彼

女 はその ときのことを次のように記 して

聖徒の道/1986年12月 号

います。「その後，父が階段 を上がって来

る足音が聞こえました。ほんのひととき，

私は幼い少女に戻 って父が毛布 をしっか

りと巻 きつけてくれるのを待 っているの

で した。 しか し今回はどんな毛布 もさえ，

ぎることのできない心の痛手でした。 そ

れを思ったとたん，父が何 と言 い出すか

恐ろしくなりました。 もちろん父は間違

ったことや無益な言葉は口に出しません

でしたが，そのかわりこう言いました。

『コリー
，何がそんなにひどく傷つけ

たのか君 にはわかるかい。それぽ愛 だよ。

愛 は世界中で一番力強いために，それが風

ふさがれてしまうと苦痛 になるというわ

けだ。

こうな ったときに私 たちにできること

はふたつあると思 うよ。傷 口をふさぐた

めに愛 を殺す こともできる。 しかしそう

すれぽ 当然私 たちのある部分 も死ぬこ

とになる。 あるいはコリー， その愛が旅

立てるように，別の道 を開けて くださる

よう天父にお願 いすることもで きるね。

コリー，私 たちが昔 から人がやって きた

方法で愛することができないときはいつ

も，神 は完全 な方法 を私 たちにお示 しく

ださるのだよ。』」

戦時中にナチの捕虜収容所 で恐ろしい

経験 をした彼女 は，後年 になってナチの

親衛 隊の護衛 とばったり顔 を合わせてい

ます。

「私 が彼を見たの はミュンヘ ンの教会

の礼拝 でのことでした。元親衛 隊員のこ

の男は，かつてラーベンスブルクの強制

収容所で死体処理場のシャワー室の入 口

に立って警備 していたのです。 あの当時

の看守 たちの中で私 が最初 に見 かけたの

が彼 でした。そして不意にすべての もの

がよみがえってきま した。部屋 中であざ

け り笑 う男たち，衣類の山，妹 のベ ッツ

ィーの苦痛 に青 ざめた顔。

教会 に人気 がなくなると，彼 は私の方

に歩 いて来て会釈 をし， ほほ笑みなが ら

言 いました。『お嬢さん，あなたのお話は

本 当にうれ しか ったですよ。 あなたがお

っしゃったように，主が私 の罪 を洗 い清

めて くださったのですね。』

彼の手が私の手 を握 ろうと強 く差 し出 、

されました。 しかし， ブローメ ンダール

の人々に赦 しの必要性についてたびたび

説教 していた私の方 は，手 を脇 につけた

ままでした。

怒 りと恨 みではらわたが煮 えくり返 る

思いさえしなが ら，私 はその人ではなく，

その人が犯 した罪を見 るようにしました。

イエス ・キ リス トはこの男 のために死な

れたのです。私 はこれ以上 まだ何かを望

もうとしているので しょうか。私は祈 り

ました。主 イエスよ，私 を赦 してくださ
　

い。 そして私 が彼を赦せるように助 けて

ください。

私 は何 とか笑 おうとしました。必死で

手を上げようとしました。で も私にはで

きませんで した。私 は何 も感 じませんで

した。温 かい心 と慈悲のかすかな光すら
ら

感 じませんでした。 そこで もう一度静 か

に祈 りを捧げました。イエ スさま，私 は

彼 を赦 すことができません。私 にあなた

の赦 しの力をお与えください。

私が彼の手 を取 ると信 じられないこと

が起 こりました。私の肩か ら腕へ， さら

に手を通 って彼の方 に電流が流れたよう

な気がしました。すると同時に， あたか

も何 もなかったかの ようにその人への愛

が，圧倒 され るほどの強 さで私 の心にわ

きあがりました。
いや

そ して私 には，世の癒 しがもはや私 た

ちの赦 しや良心 の問題 ではなく主 にゆだ

ね られているものであることがわか りま

した。私 たちの敵を愛するように言われ

るとき，主 は命令 とともに愛そのものを

くださっているのです。」(コ リー・テン・

ブーム 「隠れ場所」pp.44-45，238)

愛 は命 です。 すなわち人の霊 を新 たに

し，世 に新 しい命を もたらす力 であ り，

不死不滅 を待 ち望 む心をもたらす命です。

私 たち一人一人が， この愛 を大 いなる

強 い力と考えることができますように。

そして愛についての教 えを文字どお り受

け取 り， また愛を与える技術 を習得 する

よう努め励む ことができます ように。愛

は私 たちが世 を新たにするための力です。

「愛 は命 なり
，命は不滅 なり。」

(1984年2月14日 の ブリガム ・ヤ ング大

学での説教 より抜粋)
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チャーチニューズ

した。私 たちはこの神権時代 に属する者

です。

また私 たちは末 日聖徒 イエス･キ リス

ト教会に属 しています。 これはお金 では

買 うことのできない贈 り物であ り,真 理

を理解 し正 しい生活 を送 って初 めて得 ら

れるものです。 そして神 のみ もとへ帰 り,

永遠 に神 と共に過ごすことができる道へ

と通 じる門を開いてくれ ます。私たちの

父なる神を礼拝 し,偉 大な予言者のひと

りであるモロナイを通 して語 られた次の

み言葉 を心 に留 めておきましょう。

｢さ て私 はさらにあなたたちにすすめ
み もと

る。あなたたちはキ リス トの御許へ来て

一切の善 い賜物 をつかめ
。悪 いたまもの

または汚れたものにかかわってはならな

い。

キリス トの御許 に来てキ リス トによっ

て全 くなれ。すべて神のみこころに背く

ことを捨てよ。 もしこのようにして勢い

と心 と力 とをつ くして神 を愛するならば,

神 があなたたちに与 えたもう恵みは充分

である。恵みが充分な らばあなたたちは

この.恵みを受 けてキリス トにより全 くな

る。 もし神の恵みを受けキリス トにより
ちか ら

全 くなるならば,決 して神の能力 と権能

とを否定することができない。｣(モ ロナ

イ10:30,32)

この特別な時を迎 え,皆 さんは愛 され

てお り,決 して忘 れられてはいないこと

を理解 してください。皆 さんへの贈 り物

として,私 たちはそれが確かな事実 であ

ることを申しあげたいと思います。 この

時期 にあたって,皆 さんが家族やそのほ .
ささ

かの人々のために自分 自身を捧 げ,兄 弟

愛の精神 に満 たされますように。 そして

互いに,1ま た神 と交 わることによって,

あ らゆるクリスマスプ レゼン トにまさる

平安 と喜 びを得 ることができます ように。

それこそ私たちすべての人に与 えられた

神の子 としての兄弟愛 という最 も貴重 な

贈 り物なのです。
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扶灘瀧醜鰐慧熱
るという発表がなされた。

発表 によると,ス テーキ部扶助協会管

理会は1月 以降存続せず,ス テーキ部扶

助協会 の組織 は会長会 と書記のみとなる。

しか し必要 が生 じれば,ス テーキ部 ごと

に特別 の責任 を設けることがで きる。

ワー ド部の管理会 は,地 元の必要 に合

わせて.空席 にした り,ふ たつの責任 をひ

とつにしたりするなど柔軟性 を持たせ る

ことができる。

この変更 は,世 界 中の扶助協会め姉妹

.た ちの必要 を考慮に入れたものとなると,

現在約1,750,000人 を擁す る扶助協 会の

会長 を務 めているバーバラ･W･ウ イ ン

ダー姉妹 は語っている。
暫

｢私 た ちは責任の数を減 らし
,プ ログラ

ムをそれぞれの国の状況 に合 ったものに

するようにしています。世 界のほとんど

の国では,ス テーキ部管理会の会員 に姉

妹たちを召すのが困難 な状態にあ ります。

組織が柔軟なものになれば,様 々.な文化

や様々な年齢層にある姉妹たちが特別な

状況の下にあっても適応していくことが
●

できます。｣ウインダー姉妹 は説明 してい

る。

18歳 か ら30歳 までの独身の姉妹 たちは,

正 規の扶助協会 の集会 に参加するか,ワ

ー ド部扶助協会 の一部 として独 自の集会

や活動 を行 なうことができる。 しかし月

に一度 は正規の扶助協会の集会 に参加 す

る必要 がある。

ウインダー姉妹 はつけ加 えている。｢も

うひとつの変更 は,1987年 か らステーキ

部指導者会 にはステーキ部 とワー ド部の
●

会長会と書記だけが参加 するようになる

ということです。これは扶助協会の責任

にある姉妹たちの時間や出費,で かける

手間を少 なくするための ものです。現職

レッスンは,ワ ー ド部 ごとに行 なわれる

ようにな ります。｣

各 ステーキ部 での変更はステーキ部指

導者会で発表 される予定である。
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教㍊欝 。鑓 篠灘
ることを発表 しました。

歴史部 の教会歴史･芸 術博物館が後援

するこのコンテス トは,絵 画,版 画,彫.

刻 が対象となります。.

受 賞者は1987年11月6日 に発表 されま'

す。受賞者 には賞金 が贈 られ,受 賞作品

はユタ州 ソル トレーク･シ ティーの美術

館において展示 される予定 です。

審査 は2段 階に分かれてお り,第 一次

審査は,作 品の写真 またはスライ ドで行 』

なわれます。(写真 およびスライ ドは返却

されません)第 一次審査 を通過 した方は,

最終審査 で実際 に作品を提 出しなければ

なりません。応募用紙 は現在入手可能 で

す。

賞金はカ リフォルニア州パ ロアル トの

教会員で美術館 の後援 をしているジャッ

ク･ウ ィー トリー兄弟 とメア リー･ウ ィ

2ロ ーカル
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各 地 の た よ り

　
る9月21日,七 十人第一定貝会会

去 員でありアジア地域会長会第一副
会長であるヤコブ･デ ィヤガー長老管理

の下に,後 期大 阪堺ステーキ部大会が開

かれ ました。

その席上,こ れまで4年 半 にわたって

ステーキ部長の責任を果た して こられた

高吉弘志兄弟が解任 され,新 たにステー

キ部長として,小 松忠兄弟(写 真 中央･
しゆどう

堺ワー ド部),第 一副ステーキ部長 に首藤

保兄弟,(写 真左･泉 佐野支部),第 二副ス

テーキ部長 に光川銀三兄弟(写 真右･三

国ケ丘ワー ド部)が 召され ました。
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私 たち新 ステーキ部長会 は,前 ステー

キ部長会 の築いてこられた目標 を継承 し

つつ,ま ず神 の王国を築 く基 となる個人

と家族 をいかにして聖 めることがで きる

か熟考 し,勇 気をもって実行 していきた

いと思 っています。私 たちが聖 められる

とき,世 の光 とな り,イ エスの証人 とな

り,伝 道の業が,神 殿の業 が前進 するの

は確 かです。､また伝道,神 殿の業 に喜 ん

で励 むとき,私 たちは赦 しを受け,聖 め

を受けるのです

｢聖徒 を全 き者｣と し
,｢伝 道｣お よび

｢神殿
,系 図｣活 動に励む という教会の

纏
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月19日(金)午 後8時 か ら,大 阪 に

9 オープンしたばかりのホテルニ ュ
ーオータニで教会幹部 のヤコブ･デ ィヤ

ガー長老か ら,ス テーキ部長会,高 等評
.議員
,監 督 の順番 に面接がありました1

何 の目的の面接 かはうすうす感 じていま

したので,頭 の中で提案できる忠実な兄

弟たちのことをいろいろ考 えていました。

私 は堺 ワご ド部 の監督 をしてい ましたの

で最後 の面接 を受けることになっていま

した。

私の順番 が来たときには,午 後11時 を

回っていました。 ディヤガー長老 は,高

吉 ステーキ部長 が名誉 の解任をされるこ

とを告 げられ,い くつ,かの質問をされま･

した。とても短 い時間で した。｢明 日仕事

がありますか?｣と 聞かれましたので,

｢ス テーキ部大会のために時間を空けて

います｣と 答 えました。すると｢明 日午

前11時 にこのホ云ルに姉妹 と一緒に来て

ください｣と 言われるのです。面接 はこ

れだけでした。私 には｢だ れをステーキ

部長 として提案なさいますか｣と いう質

問はされ ませんで した。(その理由は翌 日

にわか りました)

翌 日再 び面接を受け,｢主 はあなたを堺

ステーキ部のステーキ部長 として召され

ました｣と 告 げられた ときは正直なとこ

`

謬
鶴.罐 へ ㌧･

灘羅慰欝1鎌1
崇高でしか も不変の 目標 に向かって一歩

でも近づ くよう,信 仰 と祈 りにより主の

みこころをいつ も求めていきたいと思い

ます。(レポーター:大 阪堺 ステーキ部第

一副ステーキ部長･首 藤保)

〔こま つ･た だ し 昭和23年 生 まれ 。自営 業

(シ ャク リー 株 式 会社 マス ター コーデ ィネ ー

ター)こ れ まで 高 等 評 議 員,副 ステ ー キ 部 長

(7年),監 督 な ど を歴 任 〕

ろ恐れ を感 じました。信仰 が強 く経験 の

多い忠実 な兄弟たちがたくさんいるのに,

な ぜ私がと思いましたが,主 はこれ まで

長 い間私 を訓練 してくださいましたので,

も し私を必要 としてくださるのであれば
ささ

喜 んで時間 と才能 とお金を捧げるべ きだ

と思 いました。

私 は1948年12月2日,岡 山県め片田舎

で6人 兄弟の末 っ子として生 まれました。

子供の ときか ら体 が弱 く病気がちで,小

4ロ ーカル
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フランス歌曲を

歌い続けて

●ソプラノ歌手
小山栄子姉妹の
プロフィール
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●ステージでの小山栄子姉妹

璽

卑審

っそりと小柄な小山姉妹の どこに,歌 へ向ける貧欲 なまでの執念があるの

ほ でしょうか。プロとして,た ゆまぬ勉強 と努力を積 み重ね られ,神 様 から
賜 わったすばらしい才能 を十分 に発揮 し,主 を賛美 しつつ,豊 かな芸術 を追求 し

ている姿 は,ま ことに清く美 しく,ま さしく神 を信仰 しつつなせる業だと言える

で しよう。

小 山姉妹 は声楽曲,特 にやさ しくジーンと心 にしみるフランス歌 曲を中心に,

今 まで多くの方々に深 い感銘 と安 らぎを与えて こられ ました。札幌生 まれで東洋

音楽大学(現 在 の東京音楽大学)を 卒業 されました。その頃,フ ランス歌 曲で今

世紀最大の歌い手 と言 われるフランスのジェラール･ス ゼーに深 く感動 し,声 楽

家 になることを決意され ました。｢こ れほどきれいで,甘 く,静 かに魂 を揺 り動か
けん

す声があるだろうか｣と 一遍 にスゼーに酔 ってしまわれたそうです。 より一層研
さん

鎭 を積 もうとフランスに留学(1971-74,82-84),そ れ 以来,ず っとフランス歌曲

にのめ り込んで こられました。

スゼーは弟子をとらないというのを熱心 にねばって,と うとう弟子第1号 とな

られ ま'した。 ジェラール･ス ゼー とジャンヌ･バ ダール女史に師事 され,国 際 フ

ェスティバル･ボ ル ドー ビエ ンナー レで入賞,U.F.A.M.コ ンク〒ルで第1位,フ

ランス歌曲指導者連盟主催 コンクールで特別賞,レ オポール･ベ ラン･コ ンクー

ルで第1位 など,輝 か しい多くの賞を獲得 され ました。

また,長 年 にわた り,フ ランス,オ ランダ,日 本(東 京,横 浜,札 幌)に て,

リサイタルやサロンコンサー トを行 ない,幅 広い演奏活動をされています。なお,

来年1月 に大阪 にてサロンコンサー トを,5月 にはオランダとフラ ンスで リサイ

タルを開催 される予定 になっています。

主 のあふれんばか りの愛 と恵みと導 きが小 山姉妹 とご主人の上 に豊かに注がれ

ますように,今 後 ますますの ご活躍を祈 ってお ります。(レ ポーター:大 阪ステー

キ部祝福 師･肥 後深司)
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は昨年 の12月 に,バ プテスマを受

私 けました。フランスに留学 してい
た頃,友 人がきっかけで,そ れまで考 え

てもいなかった信仰 ということを初 めて

心 に留めました。それ まではただ単に自

分が打 ち込 んでいる音楽のために,キ リ

ス ト教の思想に興味 を持ってはいました

が,信 仰とは結 びつきませんで した。

留学生活 を終 えて 日本に帰 って来てか

ら,自 分が音楽 で身を立てるのに,こ れ

からどのような方向で生 きてい くかを考

えなければならなくなったときに,た ま

たま宗教哲学の先生 と知 り合い,そ れか

ら宗教 の勉強を始 めるようにな りました。

初めはおもに仏教で したが,私 にとって
ぱ さつ

意義深いもので した。菩薩について学ん

でいましたが非常に理解 しにくく,な ぜ

か心 に入 ってこないものをいつも感 じて

いました。その間にも勉 強や コンサー ト

で 日本 とフランス◎の間を何度か行 き来し,

時 が過 ぎていきました。

3年 前にパ リに滞在 していた間,主 人

が東京 から大阪に転勤になり,そ のため

私 も一時帰国 しました。 ちょうどそのと

き,宣 教師の方が見 えられ,初 めてモル

モン教会のお話 を伺 いました。 その後す

ぐまたヨーロッパに戻 り,コ ンサー トや

勉強を片づけ,昨 年夏 に帰国 してからは

6ロ ーカル
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各 地 の た よ り

が多かったような気がします。前回はま

だ中学1年 生で したので儀 式の意味 もあ

まりわからずに受 けていたような感 じで

した。しか し,今 回 は今 までセ ミナ リー

などで学んだこ.とをよく頭に置 き,先 祖

に対する思いを強めて行 きましたので儀

式を受けたときは,本 当に大きな満足感

があ りました。

神殿訪問が決 まってか ら1カ 月間は,

この世的なことはなるべ く避けられるよ

う,主 に祈 りました。按手礼のときには,

一 人一人読みあげられる方々の名前を聞

きなが ら,こ の方たちのためにもこれ か

らもっと自分 に厳 しく,教 会の福音に添

った生活をしていかなければな らないと

改めて思いました。

これか らも機会があれば何度でも神殿

に参入 して,少 しで も先祖 の方々の役 に

立てればいいな と思います。本当にこの

教会が真実 であ り,神 殿 はまさしく主の

宮居であることを証 します。(つ ちだ･け

いすけ1968年 生 津れ,名 東南 ワー ド部

祭 司定員会会長補佐)

あの2日 間に悔いはない

名東南ワード部 田 ロ 晴美(〔P3)

私
は8月29,30日 に東京神殿を訪問

する機会があ りました。神殿 はこ

の教会を知 ったときからの憧れの場所で

したので,当 日までとて もわくわくして

いました。 しかし訪問前に,私 には解決

しなければならないいくつかの問題 があ

りました。 ひとつは,私 の両親 は教会員

であ りませんので,気 持ちよく神殿 に行

かせてくれるか どうかわからないという

ことです。また,私 は大切 な受験 を控 え

ています し,そ のうえ夏休 みが終 われば

すぐテス トがあるので,8月 の最後の貴

重な2日 間を勉強もせずに過 ごしてよい

のだろうか という不安 です。

私 は両親の許可をもらう前に,心 から

主に祈 りました。ホームティーチャーで

ある志村兄弟たちも,一 緒 に祈 って くだ

さいました。すると主は私の願 いをかな

えて くださったようで,両 親 はす ぐに｢行

って来ればいいよ｣と 快 く賛成 して くれ

ました。私 はとてもうれ しくて,心 の中

で何度 も主と,理 解 ある両親 に感謝 しま

した。

受験やテス トのことは自分 なりによく

考えた結果,私 の心 さえしっかりしてい

れば2日 間でそんなに変わるものではな

い,む しろ.大切な神殿に行かないと気に

なって何 も手 につかず,か えって無意味

な2日 間 になって しまうと思 い,絶 対 に

行 こうと固く決心 しました。1度 だけこ

の世のことを思いましたが,後 悔 しない

という気持ちの方が強 く,迷 いは消 えま

した。ですか ら神殿 には何の悩 みもない

状態で入 ることができました。

しか し中に入 ってからはまったく違 い

ました。神殿の中は,外 と違 って静かで

主が私たちを見守 ってくださっているこ

とがよくわか りました。悪 という言葉が

まった く存在 しない所だと思いました,

そ のせいか,私 の心臓は飛び出るほどに

ドキ ドキし,足 は少 し震 えていたような

気がします。動 いていなければどうかな

ってしまいそうで した。私の行動,思 い

のすべてを主がごらんになっていると思

いました。

体 を清め,白 い服を着て,す でにこの

世 を去 った人々の身代 わりのバプテスマ

を受ける準備 をし,い すに座 っていると

き,｢も っと備 えをしておくべ きだった,

これでは私が身代 わりになる人々がかわ

いそう｣と 思 い,少 しでも自分がふさわ

しくなれるように祈 りました。

祈 り会の ときの神殿の方の証 は,な ぜ

か心 にすっと入 ってきました。神殿の方

8ロ ーカル

ではなく,主 が証なさっているようにも

思えました。｢とても敬けんになれました。

私 の名前 が呼ばれ,死 者のためのバプテ

スマが行 なわれているフォン トのある部

屋 へ入 っていくと,こ の世 にはない神秘

さとおごそか さで,さ らに緊張 しました。

何度 も何度 も心 の中でへ りくだって祈 り

ました。｢私 の心を静めてください｣と 。

自分 のバプテスマの ときよりずっと緊張

しました。

水 の中に入ると,少 しずつ緊張が とけ

ていきました。私が身代 わ りになった死

者の方たちは,き っと長い間霊 界でバプ

テスマを受けることを待 っていらしたと

思うと,涙 が出そうでした。 きっと喜 ん

で くださっていると思 うと,水 に入 る前

の緊張は,水 から出たときには大 きな喜

びに変 わって いました。｢受 けてよかっ

た,本 当に来てよかった。｣そんな気持 ち

でいっぱいで した。 こわばった顔 に笑み

が もどってきました。按手礼 を受 け終 え

たときには,｢来 年 も絶対 に来 よ.う｣と 心
の

に決 めていました。

今 まできちんとやっていなかった私 の

先祖 の系図の探求を帰 ったらやろうとか,

いつもなにげなく接 している兄弟 たちは,

私 たち姉妹 にはない神権 の力 を行使する,

偉 大 な人々だ と改めて強 く思 うなど,今

までの自分 を反省することもできました。

今回の神殿訪問で,私 の知 らない方々

に奉仕することによってb主 が確かに生

きていらっしゃること,こ の教会が本 当

の教会である ことが今 までよりも,ず っ

と強 く証 できるようにな りました。(たぐ

ち･は るみ1972年 生 まれ)
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各 地 の た よ り

うことで思 い悩 んでいました。 しか し主

は私たちがどの程度決心 しているか信仰

を計 られ,そ の決心の度合 に応 じて祝福

をしてくださると思います 。

私の住 む団地 には360世 帯 が入居 して

いて,そ のうち小学生が150人 もいるマン

モス団地で,役 員が8人 います。

今年 の3月,役 員の引 き継ぎのとき,

私 は教会のことを説明 し,子 供会の責任

を｢日 曜 日はどうして もできないので,週

日に私 ひとりでも子供 たちとや りますか

らや らせてください｣と 言 いました。私

が言い出すや間髪を入れず,ひ とりの方

が｢で はいつするんですか?普 通の 日

になんかとってもできませんよ。土曜 日

にしたってクラブ活動や塾,習 い事 があ

るし,日 曜 日にだって30人 くらいがやっ

となのに……。実際の話お宅の子供 さん

だって部活で出られないんじゃありませ

んか!｣と 責 め立てます。 ひと りが言 い

出すと次から次へと5,6人 か ら集中攻

撃をかけられ,さ すがの私 も当惑 しまし

た。 しか し私 の決心が固いことを知 って

ひとりの方がL度 浅川さんに廃品回収

をやってもらいましょう。30人 以下 なら

また考 えればいいから｣と 言って くださ

いました。私 は｢必 ず30人 以上集めます｣

と断言 しました。

私 は安息 日を守 り.たい一心でポスター

作 りはもちろん,広 場で遊んでいる子供

に声 をかけた り,戸 別訪問 した り,分 団

集合場所 にプラカー ドを持 ってお願 いに

行 きました。

努力のかいがあってか当日80人 の子供

が来て くれ ました。(9月 現在80人 を切 っ

たことはありません)｢浅 川 さんにお任せ

します。｣役貝 の方 は皆さんそう言って く

ださいました。私 に集中攻撃 をかけたひ

と りの方が｢口 ではあんなこと言ったけ

れど尊敬するわ｣と 言われたとき解放さ

れた気持ちにな りました。

｢真 理は自由を得 させる
。｣ま さにその

とお りです。私 の安 息 日を守 る決心が固

かったので主が祝福.して くださいました。

先 日の 日曜 日も学区合作画 コンクール

があ りましたが,私 は祭 日に町内の運動

会の実行委員長の責任 を受 けていますの

で大 きな顔 をして休 めます。 また9月19

日,団 地 で起 きた脅迫事件の犯人逮捕 に

協力 したということで警察署長 よ り感謝
,

状をいただきました。

私 はこれからも安 息 日を完全に守 りつ

つ,地 域社会の方々から好意的に見 られ

るモルモ ンとな り,伝 道のお役 に立ちた

いと願 って います。(あ さかわ･ち ひろ

1952年 生 まれ,御 器所 ワー ド部初等協会

会長)

欝

曝
獲

i;

綴
fi

ド　

､講

鷺嚢麟霧羅嚢講蟹灘嚢難謙惣尊麹轟鰹
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繋繋

本 の教育問題 に対 して,多 くの大

日人たちが無関心でいるうちに,そ
の問題 はどんどん大 きくなってきました。

思春期,青 春期 という最 も神 の愛に触れ

るべき時期 に,神 の子たちは,天 父とイ

エス･キ リス トの模範や属性 とはまるで

縁のない生活へ と追 いやられているので

す。

日本の法律,教 育基本法第1条 には,

こううたわれています。

(教育の目的)｢教 育 は,人 格の完成 を

めざし,平 和的な国家及 び社会の形成者

として,真 理 と正義 を愛 し, .個人の価値

をたっとび,勤 労 と責任 を重 んじ,自 主
ら

的精神 に充ちた心身 ともに健康な国民の

育成を期 して行わなければならない。｣

日本 の教育 は,モ ロナイが教 えた自由

や愛,ま た末 日聖徒の指針で もあ ります

｢信仰箇条｣と 同 じ真理 を求 めているの

です。しか し現実は,入 試,偏 差値,塾,

管 理教育 などと,子 供たちにとってすが

すが しい空気 を胸いっぱい吸 える状況で

爵

藩 毒 署
羨

譲

､,謡

羨

れ ペ ヨ

鴬･
㌔一騨

●藤谷ご家族

はありません。霊的な満足もな く,一 人

一人が｢寂 しい状態
｣な のです。

新約聖書 にこうあ ります。｢あなたがた

は知 らないのか。……あな たがたも,賞

を得 るように走 りなさい。……彼 らは朽

ちる冠 を得 るためにそうするが,わ たし

たちは朽 ちない冠を得るためにそうする

のである。｣(1コ リ ント9:24-25)

神 の子供たちが この朽ちない冠 を得 ら
　

れるように手伝 うことは,簡 単 なようで

何 とむずかしいことでしょう。 イエスの

模範 による愛と行動力があれば,こ れほ

ど簡単 なことはありませんが,こ の愛 と

行動力を持ち合わせていなければ,こ れ

ほどむずか しいこともあ りません。

これまでの新聞掲載 と6月5日 のテレ

ビ放映(NHKの 特 別番組｢教 育 を考 え

る｣で マイスクールの様子が10分 間にわ

たって四国4県 で放映され,多 くの反響

を得 た)は,す べてマイスクールの子供

たちの強 い愛 に支 えられての ものでした。

問題 のあった子たちが,人 前に顔を出 し,

自分 の歴史を家族 ともども記者 に話 すこ

とには,自 己を捨て るほどの勇 気が必要

です。また,そ こには,｢自 分 と同 じよう

に悩 む人がここに頼 ってくれたら｣と い

う願 いもあ りました。新聞 は,コ ピーが

コピーを呼 び,長 崎県から奈良県 と広い

範囲にわたって生徒たちを導いて くれ ま

した。また,テ レビは,死 ぬことまで考 えて

いた母親 と生徒 たちを導いてくれました。

夏休 み中,7件 の登校拒否問題(特 に

教師 と反目し合 っている場合)を 解決 す

るお手伝 いをさせていただきました。午

前 中は,問 題 を抱えてお られる方々のお

話 を伺 い,午 後 には学校側 と,立 場をよ

く踏 まえ,熟 慮 したうえで面談 をしては,

10ロ ーカル
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各 地 の た よ り

教会員 の方が,瀬 戸内海を越 えて愛 を示

して くれたので した。 また主人の母が,.

年 金の中から心 からの助けをしてくださ

いました。今は,夫 の職業 にまたどれほ

どの ことが起 ころうとも,家 族全貝主を

信頼 していますので,何 の恐れ もありま

せん。

7月 に,｢登 校 拒否の生徒 が,ひ とクラ

スに3人 もいる｣と の情報を得,す で に

転校 を決めているというひとりの生徒 の

家に電話 をしました。突然の電話と不信

感で,か たくなに心 を許 そうとしない母

親に,い つ もの ように天父 とイエスの証

をしていると,突 然｢モ ルモンですか?｣

と聞かれました。その方 は,15年 前 に徳

山でバプテスマを受 けておられ たのです。

兄弟 ともども10年 間,転 勤 に次 ぐ転勤で,

教会か ら遠ざかってお られたようですが,

姉妹 はすぐに信仰 の炎を燃 え立たされ ま

した。｢聖 徒の道｣を3カ 月分プ レゼン ト

しましたら,涙 ぐんでおられました。翌

月,そ の姉妹 から,15年 前 の｢聖 徒の道｣

を半年分頂 きました。私 は,教 育,家 庭,

教会 と,,何 で も話せる身近な姉妹 を初め

て見つけたのでした。

8月20日,や はり和歌 山へと移 られ た

その姉妹 は,登 校拒否 に陥 っていた ほ

かのふた りの子供 のために,す ばらしい

愛の模範 を示されました。 それ によ り,

このふた りの子供 たちは,マ イスクール

に来つつ,学 校 に戻 り,母 親 たちは,今

宣教師から毎週我が家で レッスンを受け

ています。

末 日聖徒 となったこの1年 半の聞に,

私 たちは とて も言葉 では言い尽 くせない

ほどのた くさんの祝福 を頂 きました。私

たちがこれまで宣教 師に紹介 した人々は

70人 に達 し,そ の間に主人のバプテスマ

があ り,セ ミナ リークラスの生徒 とその

お母 さんのバプテスマもあ りました。 多

くの人々の触れ合いの中で,不 完全 な私

たちが迷 いや孤独感 を感 じ,自 分たちの

弱 さを知 った とき,宣 教 師一人一人と,

真 の兄弟姉妹 として論 じ合 い,愛 し合 え

た ことを感謝 しまする マイスクールを通

して,本 当に多くの人々と出会 うことが

で きました。
かなめ

マイスクールの要 であ ります｢セ ミナ

リークラス｣を 通 して,生 徒 たちの心,

家庭の状態,そ して喜び,悲 しみが手 に

取るようにわかります。私 は｢セ ミナ リ

ークラス｣が
,真 実 の愛と奉仕 によるも

のであり,主 が生 きて導 いて くださって

お りますことを心よ り証 いた します。生

徒一人一人が霊の 目を開け,お 互いに関

心を示 し,純 粋 に神 を賛美 している様子

を見 るとき,私 の心 は幸福感でいっぱい

になるのです。(､ふ じたに･リ えこ1950

年生 まれ,新 居浜支部セ ミナ リー教:師)

馬
轟
ご･黎

蟻

麟

譲

欝
鞍
難
饗

難
簸 鐡総難灘鱗
灘
難難
懸鱗辮1欝辮 灘1難

は教会に入る10年 ほど前 にラジオ

私 で毎週 日曜 日に放送 されて いたル
ーテルアワーという番組 を欠かさずに聞

いていました。 その番組で話され るルー

テル教会の牧師さんの聖書のお話 にとて

も魅力を感 じました。

あるとき旧約聖書創世記第1章27節 を

引用 して,主 なる神 は人を造られ,ご 自

分の体 に似せて土で造 られた と言われま

した。それを聞 いて,私 は今 まで考 えてい

た疑問の答 えが得 られたような気が しま

した。 もしこの世 に神が存在 するなら神

ご自身が私 たちと同 じ肉体 を持 っていな

ければ,私 たちの痛 みや苦 しみがわかる

はずがない と思 ったのです。

なぜ私がこれほどまで神の体 と人の体

を比べて考 えるかと言いますと,私 は生

まれなが らの障害者で,体 のハンディの

ために自分 の思いや願 いが次々 と消 えて

いく人生を送 ってきたからです。

こんな私 にいろいろな宗教 を勧 める人

がたくさん来 ました。 しか し私はその人

たちにひとつのことを質問 し続け.ました。

それは彼 らが信仰 している神様や仏様 は

私 たちと同じ肉体 を持 っている方 かどう
り

か ということで した。私のこの質問 に対

して,あ る人はわか らないと言 うし,ま

たある人は愚問であると言ってあざ笑っ

て もいました。

そんな毎 目が8年 も続いた頃,私 の末

の弟が英語の勉強のために小岩の教会 に

行 くようにな りました。 ところが彼は1

年 くらいで教会貝 にな り,社 会見学だと

言って私 を教会 に連れて行 って くれ まし

た。私 にとってまったく初 めての経験 で,

特 殊な雰囲気に圧倒 され,出 迎 えて くれ
　

た人たちの顔 さえ覚 えていませんで した。

ただ外 人宣教 師と日本の兄弟姉妹が数人

広 い礼拝堂で聖餐会 を行 なうていたのを,

今 もはっきりと覚 えて います。

そんなことがあ って1年 くらいたった

ある晩,私 はひとつの夢を見 ました。 そ

れは私 の前に広い砂漠があり,突 然私の

前 に白い衣を着た男の人が現 われ,慰 は

イエスである｣と 言われて私をご覧 になり

ました。私 はもう一度尋 ねました。｢あな

たはどなたですか。｣するとそのお方は｢私

はイエスである｣と 言われ ました。その方

は私 に末の弟 に従 えと言 われて天に昇 ら

れ ました。

この不思議 な夢 を3晩 も続 けて見たの

で弟に話 しました。弟 は,｢兄 さん,も し

かするとそれ は神様のお導 きかもしれな

いよ｣と 言いました。私 はどうしたらよ

いかと尋ねました。弟 は私 にバプテス.マ

を受 けないかと言 いましたが,.私 には大1

きな問題 がありました。私 は重度障害者

であるために学力 もないし,人 とのつき

合い方 も知 らないのです。ただできるこ

とは平仮名が読 めるだけです。そんな私

に弟 は｢教 会の教 えが書 いてある聖典 は

みな仮名 が振 ってあるから安心 して よ,

兄 さん｣と 言 って くれました。

弟の言葉 に勇気 づけ られた私.は,弟 に

12ロ ーカル
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各 地 の た よ り

が往々にしてありますが,年 数がたって

みないとはっきりした ことはわか らない

とのことでした。

3歳 ぐらいまで,お 風 呂に入 るときと

お乳 をあげるとき以外 は私の背 中に負わ

れたままでした。今夜 こそと布団に寝て

くれるのを祈 りながら眠った息子を静 か

におろしても,静 かなのはつかのま,全

身の神経がつるのです ぐに激 しく泣きま

す。やはり背中 にしっか りとおぶってあ

げた方が安心 して眠れ るのです。 これが

大人だったら痛 い苦 しいと叫び続 けてい

るだろうと思うと,代 われるものなら代

わってやりたい気持 ちでいっぱいで した。

｢人 は幸せも不幸 も前世 からの約束事 で
,

それを悲 しんだ り逃 れようとするのは最
ひきよう

も卑怯で弱虫な考えであって,ど んなこ

とがあっても自分の運 は自分で切 り開 か

なければ,い ばらの道 は絶 えない｣と,

亡 くなった母が私に言 いきかせていた言

葉 をいつも思い出していました。

息子が10歳 になったとき,樫 の木で作

うた長 さ1メ ー トル横40セ ンチ深 さ50セ

ンチの細長 い箱 の中に布団を合わせて作

って座 らせてみましたら,今 まで寝た格

好で しか見られなかった物が座 って見 ら

れるので とても喜びました。彼のあんな

に喜んだ顔 を見たのは初めてでした。

15歳 になったとき｢お 母 さん,ぼ く字

を読みたい｣と 言うので,玩 具 の黒板 を

買ってきて毎 日平仮名 を3字 ずつ買いて

あげました。すると1カ 月 もしないうち

にすらすらと読めるようになったので新

聞を読 ませてみました。結構正確 に読 め

るので私 はとて もうれ しくて涙が止 まり

ませんでした。当時の新聞や本 には仮名

がふってあり彼はだんだん漢字 も読 める

ようになって,10年 ぐ らいの間 に織 田信

長,豊 臣秀吉,徳 川家康,大 宇宙,ガ ン

(趣味のモデル ガンの本)な ど19巻 く ら

い読 みました。音楽 はクラシックが好 き

です。

やがて息子は30歳 になった頃,弟 に連

れられて教会に行きました。大変に感激

してそのどきの様子 を話 して くれ ました。

彼 もやっと自分の探 し求めていた道 にた

どり着いた気持 ちで しょう。今 は一生懸

命 に自分の足で歩 こうと訓練に励んでい

ます。

私は小学校一年生 のとき,近 所 にあっ

た 日本救世軍イエス･キ リス ト教会 で日

曜学校 に行 ったり,ク リスマス会 を行 な

ったときのことが幼心 に楽 しかった思 い

出 として印象に残ってい ます。

やがて60歳 になった頃,末 の息子に紹

介されて小岩にあった末 日聖徒 イエス･

キ リス ト教会 に行 くようになり,1968年

にバプテスマを受けました。聖典 を読 ん

でいくうちに,御 父のみ恵みや私たち一

人一人 に託 されている現世での使命,ま

た前世で御父から私 に与えられた責任 を

果たすことを約束 して,納 得のうえで自

分がこの世 に生まれてきたことがだんだ

んわかって きました。貞夫 を私 にお与 え

くださったのは,私 の霊性 を向上 させ る

ひとつの方法であり,天 父のみこころで

あった と思 っていま す。

｢霊性 とは己に打 ち勝 とうとする気持

ちであり,神 と交わろうとする心である｣

とデビッ ド･0･マ ッケイ大管長 は言 わ

れました。御父のみこころにかなうよう

努 力して参 りたいと思 います。神様の偉

大 な愛 と兄弟姉妹のご厚意 に心 から感謝

いたします。(み やぎ･け い1910年 生 ま
◎

れ,八 千代 ワー ド部扶助協会教 師)
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よ う の 『家 庭 の タ ベ 』 は家 族 歌｢き
合戦 だよ。｣

マ イクとラジカセを前 にして,子 供 た

ちがマイクの取 り合 いをしています。

｢次 は私 の番 だよ
,お 姉 ち ゃんば っか

り,ず るいよ。｣

｢ま だ
,終 わっていないんだか ら,も

う。｣

我 が家の子供たちは歌 うこと大好 き人

間なのです。

璽,象

ゲーム宝さが し

名刺ほどの紙 に,い ろいろな隠 し場所

の名前を書 きます。 そしてヒン トで始 め

て,次 か ら次へとポイン トにある紙を見

つけて,最 後に宝 を見つけだすというも

のです。

このゲームが始 まると,家 中をめまぐ

るしく子供 たちが走 り回ります。親 は,

いつ宝にあ りつ くか,ニ ヤニヤしなが ら

見つめています。 とうとう冷蔵庫 の中の

アイスクリームを見つけて,大 成功。

ペーブサート

今度はやや本格 的です。走 り高飛びの

ように,両 端 にスタン ドを立てて,バ ー

を渡 し固定 します。簡易舞台のできあが

14ロ ーカル

りです。厚紙にヨナさん,船 乗 りさん,

く じらさん,船 などの形 を切 り抜 いて色

をつけます。主役,脇 役,読 み手,演 じ

手が割 り振 られます。子供たちも,も ち

ろん総出演 します。製作費は1,500円 ぐ ら

いでできました。聖書のお話 は,よ く知

っていますが,い ざ自分 たちで演 じよう
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各 地 の た よ り

●昨年,ク リスマスも間もない頃,天 父

の愛をテーマに聖餐会でお話を依頼され,

心に浮かんだ詩です。自分に言いきかせ

るために書きました。

懸

きこえますか…

東京北ステーキ部川越ワード部

斉 藤 明子

きこえますか(P

私はあなたの天の父です

見えますか?

あなたと同じ手と足と

目と耳と口とをもった……

私はあなたの父です

1編集室から

あなたはなぜ田の胎からこの世に

生まれたのですか?

残りの3分 の1の 霊と共に

とどまることもできたのに

あなたになぜ福音が

伝えられたのですか?

あの日,主 のしもべはあなたを

どんなに,ど んなに悲しかったか

知っていますか?

通り過ぎることもできたのに

いつの日も,私 にとってあなたは

黄金なのです

あなたが自分で1だ と言っても

まわりの人々があなたを/0だと

言っても

私はあなたの/億 の可能性を

知つている

私をめざして,日 々最高の自分に

なりなさい1

なぜ,祈 りは答えられるのでしよう

なぜ,祈 りは答えられないのでしよう

あなたを愛しているからです

あなたがつまずき,ζ うんだとき

こぶしをにぎって｢立 ち上がりなさい,

ほら｢

できる,も う少しだ1｣と 叫んだのが

きこえましたか(P

あなたが自分を卑下し,う つむいたとき

思わす両手を伸ばし

抱きよせたかったことを

知っていますか?

あなたが怒りをぶつけて背を向けたとき

も

●心 に残 っだ 記 事 の感 想 文,各 地 の話 題 や 行 事,｢日 々の 恵 み｣コ ー ナ
｢ 一の証 ,｢職 業 と信 仰 シ リー ズ｣,カ ッ トな どを お送 リくだ さ い 。 来 年

2月 号掲 載 分 の 締切 りは12月10日(必 着)で す 。 投稿 に は必 ず 連絡 先(電

話 番 号)と 教 会 で の 責任(役 職 名),生 年 月 日 を記 入 して くだ さ'い。

お送 リい た だ いた 原 稿 は一 部 手 直 しす る こ とが あ り ます 。

● あて 先:〒106東 京都 港 区南 麻 布5-10-30末 日聖 徒 イ エ ス･キ リ

ス ト教 会｢聖 徒 の道｣編 集 室 姪03(444)5264

へ

あなたが別れ道で立ち止まっ存とき

かたずをのんで見守ったことを

そして いましめを守るために

福音を伝えるために

犠牲を払い,背 すじを伸ばして

立ち上がったったとき

どんなにうれしく,い とおしく思ったか

知っていますか?

あなたさえ気がつけば

私はいつでもあなたのそばにいます

思いきり笑い,思 いきり泣き,

思いきり苦しみをぶつけ,

思いきり甘えていいのです

あなたのありのままを

愛しているのですから……

けれど きっと立ち上がって

歩いてきてほしい
.『歩しか歩けない目も

全速力で走れる日も

私の名を呼びながら

私があなたの名を

いつも呼んでいるように……

メリークリスマス

きこえますか?私 の声が……

メリークリスマス

見えますか?私 の愛が……､

(さ いとう･あ きこ1958年 生 まれ,川

越ワード部扶助協会教師)

●｢我 が家の家庭のタベ｣を テーマ

とする原稿の募集に対し,今 回掲載

の2件 の投稿がありました。引き続

き皆様の投稿をお待ちします。

16ロ ーカル
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